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一
、
本
規
約
に
言
及
さ
れ
る
ほ
と
ん
ど
全
て
の
も
の
は
日
本
国
憲
法

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
ろ
。
憲
法
は
第
二
条
に
お
い
て
「
国
民

は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
」
と
規
定

し
、
か
つ
、
第
二
一
一
条
に
お
い
て
、
人
間
の
尊
厳
を
基
礎
と
し
た
基

本
的
人
権
を
包
括
的
に
列
挙
し
て
い
る
。
法
令
は
、
憲
法
の
規
定
に

従
い
、
憲
法
上
の
諸
権
利
の
保
護
に
つ
い
て
詳
細
な
規
定
を
設
け
て

い
る
。
さ
ら
に
、
本
規
約
に
含
ま
れ
る
が
憲
法
に
含
ま
れ
て
い
な
い

権
利
は
す
べ
て
法
令
に
規
定
さ
れ
て
い
ろ
。

本
規
約
に
言
及
さ
れ
て
い
る
人
権
は
、
国
籍
の
区
別
な
く
憲
法
に

三
、
⑩
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
次
の
救
済
手
続
が
あ

る
。

①
侵
害
行
為
が
行
政
庁
の
処
分
に
よ
る
場
合

Ｉ
行
政
不
服
審
査
法
上
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て

Ⅱ
行
政
事
件
訴
訟
法
上
の
訴
訟

Ⅲ
行
政
不
服
審
査
法
上
の
執
行
停
止
（
三
四
条
）

Ⅳ
行
政
事
件
訴
訟
法
上
の
執
行
停
止
（
二
五
条
）

②
侵
害
行
為
が
私
人
の
行
為
に
よ
る
場
合

Ｉ
差
止
め
請
求
訴
訟
（
民
法
、
民
事
訴
訟
法
）

Ⅱ
上
記
ｌ
に
つ
い
て
の
差
止
め
の
仮
処
分
（
民
法
、
民

事
訴
訟
法
）

③
不
当
に
身
体
の
拘
束
を
受
け
て
い
る
者
の
救
済
に
つ
い

て
は
、
上
記
①
及
び
②
の
ほ
か
に
、
人
身
保
護
法
上
の
請

求
（
二
条
、
一
六
条
等
）
及
び
仮
釈
放
（
一
○
条
）
に
よ

っ
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
さ
ら
に
救
済
に
関
す
る
刑
事
手
続
と
し
て
は
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。

①
一
般
的
に
は
、
刑
事
訴
訟
法
上
の
告
訴
（
一
一
三
○
条
以

下
）
、
告
発
（
一
一
三
九
条
以
下
）
、
費
用
の
補
償
（
一
八

八
条
の
一
一
以
下
）
、
裁
判
上
の
準
起
訴
手
続
（
’
’
六
一
一
条

以
下
）
、
控
訴
（
三
七
一
一
条
以
下
）
、
上
告
（
四
○
五
条

以
下
）
抗
告
、
準
抗
告
、
特
別
抗
告
（
四
一
九
条
以
下
）
、
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市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る

国
際
規
約
第
四
○
条
に
基

九
八
○
・
一
○
・
二
○

よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
憲
法
の
若
干
の
規
定
は
明

示
的
に
外
国
人
に
言
及
し
て
い
な
い
。

憲
法
は
、
公
共
の
福
祉
の
理
由
に
基
づ
く
場
合
に
の
み
人
権
の
行

使
が
制
限
さ
れ
得
る
旨
定
め
て
い
る
（
’
一
一
条
、
｜
三
条
、
一
一
一
一

条
）
が
、
公
共
の
福
祉
の
概
念
は
厳
格
に
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
乱
用

さ
れ
て
人
権
が
不
合
理
な
制
限
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。

｜
｜
、
司
法
権
は
、
最
高
裁
判
所
及
び
下
級
裁
判
所
に
属
し
て
お
り
、

人
権
を
侵
害
さ
れ
た
者
は
誰
で
も
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
憲
法
に
よ

り
保
障
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
憲
法
は
、
個
々
の
訴
訟
の
審
理
に

お
け
る
裁
判
所
に
よ
る
法
令
及
び
行
政
処
分
の
合
憲
性
の
審
査
に
つ

い
て
の
規
定
を
設
け
て
い
る
（
八
一
条
）
。

○ 

再
審
（
四
三
五
条
以
下
）
、
非
常
上
告
（
四
五
四
条
以
下
）

②
少
年
の
場
合
は
、
少
年
法
上
の
抗
告
、
再
抗
告

③
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
に
よ
り
蒙
っ
た
損
害
に

つ
い
て
は
、
次
の
救
済
手
続
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
民
法
上
の
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求

②
加
害
者
が
公
務
員
の
場
合
に
お
い
て
、
国
家
賠
償
法
上

の
損
害
賠
償
請
求
（
｜
条
、
三
条
）

③
無
罪
の
判
決
を
受
け
た
者
が
未
決
の
抑
留
又
は
拘
禁
を

受
け
た
場
合
に
お
け
る
刑
事
補
償
法
上
の
補
償
請
求
二

条
、
二
条
、
四
条
、
五
条
）

④
被
疑
者
と
し
て
抑
留
又
は
拘
禁
を
受
け
た
者
に
対
す
る

被
疑
者
補
償
規
程
上
の
刑
事
補
償
（
一
一
条
、
三
条
）

四
法
務
省
に
お
い
て
人
権
擁
護
の
事
務
を
所
掌
し
て
い
る
の

は
、
人
権
擁
護
局
、
同
局
が
全
国
に
所
在
す
る
法
務
局
・
地

方
法
務
局
に
有
す
る
地
方
支
分
部
局
で
あ
り
、
全
国
的
に
人

権
保
護
に
当
っ
て
い
ろ
。
そ
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
て
地
域
住
民
の
人
権
保
護
に
従
事
し
て
い
る
人
権
擁
護

委
員
が
約
一
・
一
万
人
い
る
。
人
権
侵
害
を
受
け
た
者
は
、

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
及
び
そ
の
支
局
の
人
権
擁
護
担
当

部
局
に
対
し
、
人
権
侵
犯
事
件
と
し
て
調
査
及
び
処
理
を
す

る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
行
わ
れ
る
処

理
は
、
前
記
の
救
済
手
続
と
異
な
り
強
制
力
は
な
い
が
、
簡

出
づ
く
報
告

（
暫
定
訳
）

国
連
局
企
画
調
整
課
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第
一
条
本
条
に
規
定
す
る
自
決
の
権
利
及
び
そ
の
他
の
関
連
事
項

は
、
国
家
と
人
民
の
平
等
の
原
則
に
基
づ
く
国
際
社
会
の
基
本
原

理
で
あ
る
。
わ
が
国
は
、
こ
の
原
則
を
一
貫
し
て
支
持
し
、
国
際

社
会
に
お
い
て
こ
れ
を
よ
り
完
全
に
実
現
す
る
た
め
た
ゆ
ま
な
い

努
力
を
行
っ
て
い
ろ
・

第
二
条

⑪
第
一
項
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
法
律
の
下
の
平
等
は
、

憲
法
第
一
四
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
第
二
四
条
及
び

第
四
四
条
に
も
関
連
規
定
が
あ
る
、
憲
法
の
規
定
は
、
文
言

上
、
人
種
、
信
条
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
を
理
由
と

す
る
差
別
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
て
い
る
が
、
い
か
な
る
不
合

理
な
差
別
も
禁
じ
て
い
る
と
い
う
の
が
確
立
し
た
解
釈
で
あ

る
。 素
な
手
続
に
よ
り
実
際
的
な
解
決
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

，
ろ
。
，

四
、
上
述
の
と
お
り
、
本
規
約
の
各
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
権
利
は

日
本
国
憲
法
及
び
こ
れ
を
実
施
す
る
法
令
に
よ
り
既
に
十
分
に
保
障

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
法
規
に
基
づ
く
行
政
上
の
保
障
措
置
も
適

切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
憲
法
第
一
二
条
は
、
「
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す

る
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ

を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
国
民
は
、
こ
れ
を
濫
用

し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
常
に
公
共
の
福
祉
の
た
め
に

こ
れ
を
利
用
す
る
責
任
を
負
う
」
と
規
定
し
て
い
ろ
。

②
第
二
項
に
関
し
て
は
、
憲
法
は
、
規
約
が
言
及
し
て
い
な
い

権
利
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
（
’
六
条
、
一
一
三
条
等
）
。

第
六
条

⑪
第
一
項
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
一
一
条
、
第
一
三
条
及
び
第

三
一
条
で
規
定
さ
れ
、
人
命
の
保
護
に
関
し
刑
法
第
一
九
九
条

等
の
法
令
で
保
障
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
人
命
侵
害
に
対
す
る

損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
民
法
第
七
○
九
条
な
い
し
第
二
条

及
び
国
家
賠
償
法
の
規
定
が
あ
る
。

②
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
刑
法
第
九
条
に
死
刑
の
規
定
を
お
い

て
い
る
が
、
こ
の
極
刑
は
、
法
定
刑
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
わ

が
国
に
お
け
る
適
用
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
死
刑
は
、
一
七
の

犯
罪
に
適
用
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
の
一
○
は
直
接
人
命
に
危
険

を
及
ぼ
す
も
の
（
例
え
ば
、
故
殺
、
列
車
転
覆
致
死
）
、
そ
の

内
の
三
は
公
安
を
危
殆
に
瀕
せ
し
め
る
団
体
行
為
（
例
え
ば
、

叛
乱
の
首
謀
）
、
そ
の
内
の
四
は
地
域
社
会
に
大
き
な
害
を
な

す
も
の
（
例
え
ば
、
人
の
居
住
す
る
構
造
物
に
対
す
る
放
火
）

で
あ
る
。
ま
た
、
か
か
る
犯
罪
に
つ
い
て
も
、
外
患
誘
致
、
以

第
二
部
。
規
約
の
第
一
部
、
第
二
部
、
及
び

第
三
部
に
関
す
る
逐
条
報
告
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②
第
一
一
一
項
で
言
及
さ
れ
て
い
る
諸
権
利
は
、
こ
の
報
告
の
第
一

部
で
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
国
内
法
令
に
よ
り
十
分
保
障
さ
れ

て
い
る

第
三
条
前
述
の
と
お
り
、
男
女
平
等
の
原
則
は
憲
法
に
よ
り
保
障

さ
れ
て
い
る
（
第
一
四
条
）
。
さ
ら
に
、
国
家
公
務
員
法
第
二
七

条
、
職
業
安
定
法
第
一
一
一
条
、
教
育
基
本
法
第
三
条
、
地
方
自
治
法

第
二
四
四
条
等
が
男
女
の
平
等
を
保
証
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
男
女
平
等
の
原
則
に
基
づ
き
、
か
つ
、
国
際
婦
人
年

世
界
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
世
界
行
動
計
画
に
則
り
、
わ
が

国
は
、
婦
人
の
権
利
の
よ
り
完
全
な
実
現
の
た
め
に
「
国
内
行
動

計
画
」
を
採
択
し
た
。
ま
た
、
わ
が
国
は
、
先
般
開
催
さ
れ
た
国

連
婦
人
の
十
年
世
界
会
議
の
際
に
、
婦
人
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
に
署
名
し
、
か
つ
、
同
条
約
批

准
の
た
め
、
国
内
法
制
上
の
調
整
を
行
う
べ
く
努
め
る
。

第
四
条
国
内
法
上
、
本
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
公
け
の
緊

急
事
態
に
お
い
て
基
本
的
人
権
を
制
約
す
る
よ
う
な
特
別
な
措
置

は
何
等
と
ら
れ
て
い
な
い
。
か
り
に
そ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
が
発

生
し
て
も
、
わ
が
国
は
、
憲
法
上
の
規
定
に
従
い
、
引
続
き
人
権

を
保
護
す
る
こ
と
と
し
て
い
ろ
。

第
五
条

仙
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
報
告
の
第
一
部
で
言
及
し
た
憲
法

に
規
定
す
る
公
共
の
福
祉
の
概
念
と
軌
を
一
に
し
て
い
ろ
。

外
の
罪
に
つ
い
て
は
、
無
期
禁
鋼
又
は
懲
役
つ
き
若
し
く
は
懲

役
な
し
の
禁
銅
の
刑
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
刑
事
訴
訟
法
第
四
七

一
条
は
、
刑
の
執
行
は
確
定
判
決
に
よ
っ
て
行
う
旨
規
定
し
て

い
ろ
。
特
に
死
刑
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
四
七
五
条
に
お
い

て
、
そ
の
執
行
を
法
務
大
臣
の
命
令
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
と
し
、

同
大
臣
は
、
裁
判
記
録
の
み
な
ら
ず
判
決
後
の
事
情
に
つ
い
て

も
慎
重
に
検
討
し
、
命
令
を
下
す
こ
と
と
し
て
い
ろ
。

③
第
四
項
に
つ
い
て
は
、
憲
法
に
お
い
て
、
恩
赦
（
大
赦
、
特

赦
、
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及
び
復
権
）
は
行
政
府
で
あ
る

内
閣
が
決
定
し
（
憲
法
第
七
三
条
第
七
号
）
、
天
皇
が
こ
れ
を

認
証
す
る
（
同
第
七
条
第
六
号
）
こ
と
と
さ
れ
、
恩
赦
法
（
第

二
条
、
第
四
条
、
第
六
条
）
に
よ
り
、
死
刑
の
言
渡
し
を
受
け

た
も
の
に
つ
い
て
も
大
赦
、
特
赦
及
び
減
刑
を
行
う
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
関
連
す
る
法
令
と
し
て
は
、
犯

罪
者
予
防
更
生
法
（
第
五
四
条
）
及
び
刑
事
訴
訟
法
（
第
三
一
一
一

七
条
）
が
あ
る
。

㈹
第
五
項
に
つ
い
て
は
、
少
年
法
第
五
一
条
に
よ
り
、
犯
時
十

八
才
未
満
の
者
の
犯
し
た
犯
罪
に
つ
い
て
は
死
刑
は
科
せ
ら
れ

な
い
こ
と
と
さ
れ
、
刑
事
訴
訟
法
第
四
七
九
条
第
二
項
に
よ

り
、
死
刑
の
言
い
渡
し
を
受
け
た
女
子
が
懐
胎
し
て
い
る
と
き

は
、
法
務
大
臣
は
、
死
刑
の
執
行
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
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第
七
条
憲
法
は
、
第
三
六
条
に
お
い
て
、
拷
問
及
び
残
虐
な
死
罰

を
禁
止
し
て
い
る
ほ
か
、
本
条
の
趣
旨
に
沿
う
規
定
と
し
て
第
一

三
条
及
び
第
一
一
一
八
条
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
憲
法
規
定
の
下
に
、
刑

法
は
、
公
務
員
職
権
濫
用
（
第
一
九
三
条
、
一
九
四
条
）
、
特
別

公
務
員
暴
行
陵
虐
（
第
一
九
五
条
）
の
罪
を
定
め
、
か
つ
、
こ
れ

ら
の
禁
止
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
二
六
一
一
条
以
下
に
規
定
す
る
特
別

刑
事
手
続
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
被
実
験
者
の
同

意
な
し
に
行
わ
れ
た
医
学
的
・
科
学
的
実
験
は
、
刑
法
上
、
傷
害

罪
（
第
二
○
四
条
）
、
暴
行
罪
（
第
一
一
○
八
条
）
等
を
構
成
す

る
。

第
八
条
憲
法
第
一
八
条
は
、
奴
隷
的
拘
束
及
び
犯
罪
に
よ
る
処
罰

を
除
い
た
苦
役
か
ら
の
自
由
を
規
定
し
、
第
一
一
七
条
第
三
項
は
、

児
童
の
酷
使
を
禁
止
し
て
い
ろ
。
ま
た
、
刑
法
は
、
第
一
一
二
六
条

第
一
一
項
に
お
い
て
人
身
売
買
又
は
国
外
移
送
を
禁
じ
、
第
一
一
二
一
一
一

条
に
お
い
て
脅
迫
、
暴
行
を
用
い
て
人
に
義
務
な
き
こ
と
を
行
わ

せ
る
い
わ
ゆ
る
強
要
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
労
働
基
準
法
（
第
五
条
、
第
一
一
七
条
、
第
六
九

条
第
一
項
）
、
売
春
防
止
法
（
第
七
条
、
第
一
○
条
、
第
一
二

条
）
、
職
業
安
定
法
（
第
六
一
一
一
条
）
、
児
童
福
祉
法
（
第
一
一
一
四
条

第
一
項
六
号
、
七
号
、
第
六
○
条
第
一
項
、
第
二
項
）
に
よ
っ
て

も
担
保
さ
れ
、
違
法
に
身
体
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
者
は
、
人
身
保

護
法
に
よ
り
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
人
を
奴
隷
と

く
は
三
年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁
鋼
に
当
る
こ
と
を
疑
う
に

足
る
十
分
な
理
由
が
あ
り
、
か
つ
、
重
大
な
緊
急
性
の
故
に
逮

捕
状
を
事
前
に
裁
判
官
か
ら
入
手
し
得
な
い
場
合
の
逮
捕
状
な

し
の
逮
捕
）
の
場
合
に
は
、
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り

る
十
分
な
理
由
が
あ
り
、
か
つ
、
急
速
を
要
し
逮
捕
状
を
裁
判

官
か
ら
入
手
し
得
な
い
事
情
を
告
げ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ろ
。

そ
の
場
合
で
も
令
状
は
直
ち
に
裁
判
官
か
ら
入
手
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
然
ら
ざ
る
場
合
は
、
被
疑
者
は
釈
放
さ
れ
ろ
。

少
年
法
、
逃
亡
犯
罪
人
引
渡
法
、
出
入
国
管
運
令
、
売
春
防
止

法
、
犯
罪
者
予
防
更
生
法
、
執
行
猶
予
者
保
護
観
察
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
身
柄
の
拘
束
を
伴
う
そ
の
他
の
手
続
も
本
項
に
抵

触
し
な
い
。

③
第
一
一
一
項
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
一
一
○
三
条
、
第
一
一
○

四
条
、
第
一
一
○
五
条
、
第
二
一
一
条
、
第
一
一
一
六
条
に
よ
り
、

被
疑
者
を
逮
捕
し
て
か
ら
四
十
一
八
時
間
又
は
七
十
二
時
間
以
内

に
裁
判
官
に
対
し
勾
留
請
求
を
行
う
か
叉
は
公
訴
を
提
起
し
な

い
限
り
、
そ
の
身
柄
を
釈
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
勾
留
請
求
又
は
公
訴
の
提
起
が
行
わ
れ
た

場
合
は
、
そ
の
身
柄
は
遅
滞
な
く
裁
判
官
の
面
前
に
連
行
さ

れ
、
勾
留
さ
れ
る
か
釈
放
さ
れ
る
か
が
決
定
さ
れ
る
（
第
二
○

七
条
、
第
六
○
条
）
。
ま
た
、
起
訴
前
の
勾
留
期
間
は
、
最
高

二
十
日
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
公
訴
提
起
後
勾
留
さ
れ
た
被
告

！ 
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す
る
よ
う
な
私
人
問
の
法
律
行
為
は
民
法
第
九
○
条
に
よ
り
無
効
と

さ
れ
ろ
。

第
九
条

山
第
一
項
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
三
一
条
、
第
一
一
一
三
条
、
第
一
一
一

四
条
に
よ
り
保
障
さ
れ
、
さ
ら
に
、
刑
事
訴
訟
法
、
少
年
法
等

の
刑
事
手
続
に
関
す
る
法
令
に
お
い
て
、
逮
捕
、
勾
引
、
勾
留

等
の
要
件
、
手
続
を
詳
細
に
規
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
出
入
国
管
理
令
（
国
会
に
よ
り
法
律
の
効
力
を
与
え

ら
れ
て
い
ろ
）
で
認
め
ら
れ
て
い
る
退
去
強
制
令
書
又
は
収
容

令
書
に
よ
る
収
容
は
、
法
律
の
定
め
る
理
由
及
び
手
続
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
窓
意
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
逃
亡
犯

罪
人
引
渡
法
（
第
五
条
、
第
二
五
条
）
に
基
づ
く
拘
禁
及
び
そ

の
他
拘
束
を
と
も
な
う
行
政
措
置
も
す
べ
て
法
律
に
基
づ
く
も

の
で
本
項
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
。

②
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
通
常
逮
捕
の
場
合
に
は
、
被
疑
事
実

の
要
旨
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
逮
捕
状
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
る
（
刑
事
訴
訟
法
第
二
○
一
条
第
一
項
）
。

急
速
を
要
す
る
と
き
は
、
被
疑
事
実
の
要
旨
及
び
逮
捕
状
が
発

せ
ら
れ
て
い
る
旨
を
告
げ
て
逮
捕
状
を
示
す
こ
と
な
く
執
行
で

き
る
が
令
状
は
で
き
る
限
り
速
や
か
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ろ
（
第
二
○
一
条
第
一
一
項
、
第
七
一
一
一
条
第

三
項
）
。
ま
た
緊
急
逮
捕
（
当
該
犯
罪
が
死
刑
又
は
無
期
若
し

に
つ
い
て
は
、
｜
定
の
場
合
を
除
い
て
保
釈
さ
れ
る
権
利
を
有

す
る
も
の
と
さ
れ
（
第
八
九
条
）
、
勾
留
が
不
当
に
長
く
な
っ

た
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
勾
留
の
取
消
し
等
に
よ
り
被
告
人
を

釈
放
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
第
九
一
条
）
。

な
お
、
勾
留
す
る
に
当
っ
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
六
○
条
に

規
定
さ
れ
た
理
由
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
保
釈
に
当
っ
て

は
、
同
法
一
八
一
八
条
な
い
し
第
九
四
条
に
よ
り
、
出
頭
を
確
保
す

る
た
め
住
居
を
制
限
す
る
等
の
条
件
が
付
さ
れ
る
。

ｕ
第
四
項
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
三
四
条
に
お
い
て
不
法
拘
禁

に
対
す
る
保
障
を
規
定
し
、
刑
事
訴
訟
法
第
八
二
条
な
い
し
第

八
七
条
、
第
二
○
七
条
第
一
項
に
お
い
て
勾
留
理
由
の
開
示
及

び
勾
留
の
取
消
し
の
手
続
を
詳
細
に
規
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に

同
法
は
第
四
二
九
条
第
一
項
第
一
一
号
、
第
四
一
九
条
、
第
四
一
一
一

三
条
第
一
項
に
お
い
て
、
勾
留
に
関
し
て
行
っ
た
裁
判
に
対
す

る
準
抗
告
、
抗
告
、
特
別
抗
告
の
手
続
を
規
定
し
、
本
項
は
十

分
保
障
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
出
入
国
管
理
令
又
は
行
政
措
置
に
基
づ
く
自
由
剥
奪

に
つ
い
て
は
、
人
身
保
護
法
又
は
行
政
事
件
訴
訟
法
に
よ
っ
て

裁
判
所
の
判
断
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
本
項
の
要
求

は
保
障
さ
れ
て
い
る
。

⑤
第
五
項
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
一
七
条
、
第
四
○
条
の
ほ

か
、
国
家
賠
償
法
、
刑
事
補
償
法
及
び
被
疑
者
補
償
規
定
に
よ
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設
け
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
同
令
に
も
外
国
人
登
録
法
に
も
外
国

人
の
移
動
及
び
居
住
を
制
限
す
る
規
定
は
存
在
し
な
い
。

②
刑
事
訴
訟
法
第
九
三
条
第
一
一
一
項
、
第
九
五
条
、
出
入
国
管
理

令
第
一
一
一
一
条
第
一
一
一
項
、
第
一
四
条
第
三
項
、
第
一
五
条
第
一
一
一

項
、
第
一
六
条
第
三
項
、
第
一
八
条
第
四
項
等
に
、
本
条
に
規

定
す
る
権
利
を
制
限
す
る
規
定
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

』□
報

も
本
条
第
三
項
の
範
囲
に
あ
る
合
理
的
な
理
由
に
基
づ
く
制
限

くづ
で
あ
る
。
ま
た
、
旅
券
法
第
一
三
条
は
、
刑
事
事
件
で
訴
追
を

基に
受
け
て
い
る
者
等
を
旅
券
発
給
の
制
限
事
由
と
し
て
い
る
が
、

条
こ
れ
も
本
条
第
三
項
の
範
囲
内
に
あ
る
合
理
的
な
理
由
に
基
づ

鋤
く
も
の
で
あ
る
。

約鯛
第
一
三
条
外
国
人
の
追
放
は
、
出
入
国
管
理
令
に
基
づ
く
決
定
に

国
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
自
己
の
退
去
強
制

るす
に
反
対
す
る
異
議
申
立
て
の
制
度
も
同
令
第
五
一
旱
（
第
一
一
七
条
な

朝
い
し
第
五
五
条
）
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
。
代
理
人
に
よ
る
手

織
続
に
つ
い
て
も
、
同
令
第
五
章
が
規
定
す
る
退
去
強
制
手
続
の
う

紬
ち
の
口
頭
審
理
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
お
り
（
同
令
第
一
○
条
第

政
一
一
一
項
、
第
四
八
条
第
五
項
）
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
保
障
さ
れ
て

〃
い
る
。

祷第Ⅲ四繩｜項については、裁判所における平等について、
９
 

憲
法
第
一
四
条
の
保
障
す
る
法
の
下
の
平
等
の
原
理
は
、
裁
判

３
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り
保
償
さ
れ
て
い
る
。

第
一
○
条

⑪
憲
法
第
一
一
一
六
条
は
、
公
務
員
に
よ
る
拷
問
及
び
残
虐
な
刑
罰

を
絶
対
的
に
禁
止
し
、
そ
の
他
の
基
本
権
も
、
合
法
的
な
身
柄

拘
禁
の
た
め
に
必
要
な
限
度
で
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
全
面
的
に
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
監
獄
法
、
同
法
施
行

規
則
は
、
衣
類
、
食
事
、
居
室
、
衛
生
等
個
別
に
被
拘
禁
者
の

処
遇
に
つ
い
て
規
定
し
、
被
拘
禁
者
を
人
道
的
に
、
か
つ
、
人

間
固
有
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
よ
う
扱
っ
て
い
ろ
。
な
お
、
監
獄

法
は
、
一
九
○
八
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
目
下
、
処

遇
を
改
善
し
、
今
日
の
監
獄
行
政
の
必
要
性
に
応
ず
ろ
た
め
、

法
改
正
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ろ
。

ま
た
、
出
入
国
管
理
行
政
に
お
い
て
も
、
適
切
な
処
遇
が
被

収
容
者
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、
本
項
に
抵
触
す
る
も
の
は
な

い
。

②
第
二
項
伺
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
及
び
監
獄
法
（
第
一

条
、
第
三
条
等
）
に
よ
り
、
刑
事
被
告
人
は
既
決
者
と
は
別
個

の
施
設
に
収
容
さ
れ
る
ほ
か
、
立
会
人
な
し
に
弁
護
人
と
接
見

し
得
る
等
、
処
遇
の
各
分
野
に
お
い
て
既
決
者
と
異
な
る
取
扱

い
を
受
け
て
い
ろ
。

第
二
項
個
に
つ
い
て
は
、
少
年
法
に
よ
り
、
勾
留
状
発
布
の

制
限
（
第
四
八
条
）
、
成
人
と
の
分
離
収
容
（
第
四
九
条
）
が

そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い
ろ
。

⑧
第
三
項
に
つ
い
て
は
、
監
獄
法
第
一
一
四
条
第
一
項
、
第
二
九

条
、
第
三
○
条
の
規
定
す
る
作
業
、
教
詫
、
教
育
の
ほ
か
、
累

進
処
遇
制
度
の
採
用
及
び
刑
法
第
二
八
条
等
の
仮
出
獄
の
制
度

等
は
本
項
の
趣
旨
に
そ
う
規
定
で
あ
る
。

ま
た
少
年
に
つ
い
て
は
、
少
年
法
第
五
六
条
第
一
項
、
監
獄

法
第
二
条
第
一
項
で
、
成
人
と
は
分
離
さ
れ
、
作
業
、
教
育
も

特
例
が
設
け
ら
れ
て
特
別
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

第
一
一
条
わ
が
国
の
現
行
法
令
上
、
単
な
る
契
約
上
の
義
務
の
不

履
行
は
犯
罪
と
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
理
由
と
し
て
抑
留

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

第
一
二
条

⑪
憲
法
第
一
三
条
第
一
項
に
お
い
て
居
住
、
移
転
の
自
由
を
、

同
条
第
二
項
に
お
い
て
外
国
移
住
の
自
由
を
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
自
国
に
戻
る
権
利
に
つ
い
て
は
憲
法
に
明
文

の
規
定
は
な
い
が
、
こ
の
権
利
の
存
在
は
当
然
肯
定
さ
れ
る
も

の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

法
律
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
出
入
国
管
理
令
は
、
本
条
に

言
及
さ
れ
る
事
項
を
カ
バ
ー
す
る
一
般
的
な
法
律
で
あ
る
が
、

同
令
に
は
、
す
べ
て
の
者
の
出
国
及
び
自
国
民
の
帰
国
を
制
限

す
る
よ
う
な
条
項
は
下
記
回
に
言
及
さ
れ
る
も
の
を
除
い
て
、

所
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
、
す
べ
て
の
者
は
平
等
に
取
り
扱
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
憲
法
は
、
第
三
一
一
条
、
第
一
一
一
七
条
第

一
項
及
び
第
三
項
、
第
六
章
（
司
法
）
の
各
規
定
に
お
い
て
、

公
平
な
裁
判
所
で
公
正
な
公
開
裁
判
を
受
け
る
こ
と
を
保
障

し
、
こ
れ
を
受
け
て
裁
判
所
法
は
、
裁
判
所
の
種
類
、
権
限
、

裁
判
官
の
任
免
、
身
分
保
障
、
政
治
運
動
等
の
禁
止
等
の
詳
細

な
規
定
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、
刑
事
訴
訟
法
、
民
事
訴
訟
法
等

の
法
律
及
び
規
則
に
よ
り
、
公
平
な
裁
判
官
に
よ
る
公
正
な
審

理
を
詳
細
に
規
定
し
て
い
ろ
。

裁
判
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
一
八
二
条
に
お
い
て
、
政

治
犯
罪
等
の
事
件
以
外
の
事
件
で
、
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風

俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
対
審
に
限
っ
て
、
非
公

開
と
し
、
判
決
言
い
渡
し
は
、
す
べ
て
公
開
と
す
る
旨
規
定
し

て
お
り
、
本
項
規
定
の
趣
旨
に
合
致
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。ま
た
、
家
事
審
判
に
つ
い
て
は
、
家
事
審
判
規
則
第
六
条

で
、
少
年
の
審
判
に
つ
い
て
は
少
年
法
第
一
三
条
第
一
一
項
で
、

そ
れ
ぞ
れ
非
公
開
と
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
本
項
の
趣
旨

に
合
致
し
、
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
。

②
第
二
項
に
い
う
無
罪
の
推
定
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
憲

法
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
現
行
法
令
上
明
文
の
規
定
は
存
じ
な
い

が
、
刑
事
訴
訟
の
基
本
原
理
と
し
て
実
務
に
お
い
て
承
認
さ
れ

蔓
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第
一
項
第
二
号
）
等
も
私
生
活
、
家
族
、
家
庭
に
対
す
る
不
法

な
干
渉
を
禁
止
し
て
い
ろ
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
本
条
の
若
干
の

事
項
に
つ
き
明
示
的
に
言
及
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
関

連
す
る
側
面
を
有
す
る
。

②
通
信
に
対
す
る
干
渉
の
禁
止
は
、
憲
法
第
二
一
条
第
二
項
で

保
障
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
郵
便
法
（
第
九
条
、
第
八
○
条
）
、

公
衆
電
気
通
信
法
（
第
五
条
、
第
一
一
○
条
な
い
し
第
二
一
一

条
）
も
憲
法
の
規
定
に
従
い
こ
れ
を
保
障
し
て
い
ろ
。

③
名
誉
・
信
用
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
民
法
第
一
一
三
○
条
、
第

一
一
一
一
一
一
条
、
第
一
一
三
一
一
一
条
で
規
定
さ
れ
、
民
法
第
七
一
○
条
、

第
七
一
一
三
条
で
救
済
に
関
し
規
定
し
て
い
る
Ｐ

第
一
八
条
憲
法
第
一
九
条
は
思
想
・
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
、
同

法
第
二
○
条
は
宗
教
の
自
由
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
お

り
、
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
一
条
第
一
項
に
規
定

さ
れ
て
い
ろ
。
ま
た
、
思
想
及
び
信
条
に
よ
る
差
別
の
禁
止
に
つ

い
て
は
、
同
法
第
一
四
条
で
保
障
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
憲
法

の
規
定
を
受
け
、
国
家
公
務
員
法
（
第
二
七
条
）
、
教
育
基
本
法

（
第
三
条
）
、
労
働
基
準
法
（
第
五
三
条
）
等
に
お
い
て
信
条
又

は
信
教
に
基
づ
く
差
別
を
禁
止
し
て
い
ろ
。

な
お
、
憲
法
第
一
二
条
に
お
い
て
、
信
教
の
自
由
・
表
現
の
自

由
は
公
共
の
福
祉
の
観
点
か
ら
一
定
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
例
と
し
て
刑
法
第
一
七
五
条
、
第
一
一
三
○
条
以

て
い
る
や

⑧
第
三
項
の
何
な
い
し
図
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
三
四
条
、
第

一
一
一
七
条
、
第
三
八
条
及
び
第
八
一
一
条
が
、
こ
れ
ら
諸
権
利
を
保

障
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
刑
事
訴
訟
（
第
二
七
一
条
第
一
項
、
第

一
一
七
五
条
、
第
三
九
条
第
一
項
、
第
二
七
一
一
一
条
、
第
一
一
一
八
六

条
、
第
一
五
七
条
、
第
三
○
四
条
、
第
一
九
一
八
条
第
一
一
項
、
第

三
一
九
条
第
一
項
等
）
等
の
法
令
の
詳
細
な
規
定
に
よ
り
十
分

保
障
さ
れ
て
い
ろ
。

四
第
四
項
に
つ
い
て
は
、
少
年
法
（
第
九
条
、
第
四
九
条
、
第

五
○
条
等
）
、
刑
事
訴
訟
規
則
（
第
二
七
七
条
）
に
よ
り
、
少

年
事
件
の
手
続
に
つ
い
て
特
則
を
設
け
ろ
等
の
種
々
の
配
慮
を

加
え
て
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
っ
て
お
り
、
本
項
は
、
十
分

保
障
さ
れ
て
い
ろ
。

⑤
第
五
項
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
法
（
第
五
条
な
い
し
第
三
八

条
）
、
刑
事
訴
訟
法
（
第
三
五
一
条
、
第
一
一
一
七
一
一
条
、
第
四
○

五
条
等
）
、
少
年
法
（
第
一
一
三
条
、
第
四
○
条
）
等
の
法
令
に

よ
り
、
十
分
保
障
さ
れ
て
い
ろ
。

⑥
第
六
項
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
四
編
（
第
四
三
五
条

な
い
し
第
四
五
三
条
）
に
よ
り
再
審
制
度
が
確
立
し
て
お
り
、

ま
た
、
補
償
に
つ
い
て
は
、
刑
事
補
償
法
に
よ
り
所
定
の
補
償

償
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
公
務
員
に
故
意
・
過
失
の
責
任
が
あ

る
場
合
は
、
国
家
賠
償
法
に
よ
り
損
害
が
填
補
さ
れ
ろ
。

■
『
畑
砠
『
■
河
口
ｄ
眉
ｑ
ｑ
四
Ｊ
旧
朗
『
勺
呵
Ｕ
２
ｎ
口
ｑ
曰
旧
Ⅶ
け
Ⅲ
但
伺
刈
珂
咀
匠
Ｈ
川
Ⅲ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅲ
Ｒ
’
市
川
矧
旧
ロ
ー
削
引
ｄ
Ⅲ
Ⅲ
川
引
Ⅲ
１
日
ｄ
刊
Ⅱ
『
Ⅵ
ｌ
１
別
Ⅱ
幻
Ｉ
１
１
ｊ
Ｉ
『
Ｊ
ｌ
４
ｊ
１
凶
ｌ
１
Ｉ
１
刊
Ｎ
Ｎ
ｕ
１
１
Ⅱ
Ｎ
Ｉ
Ⅵ
４
１
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
引
訓
１
コ
１
川
ｌ
Ⅵ
Ⅷ
Ⅲ
凶
Ⅲ
－
月
引
釧
引
・

、
第
七
項
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
二
事
不
再
理
の
原
則
」

を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
憲
法
第
三
九

条
が
本
項
と
同
趣
旨
を
規
定
し
、
こ
れ
を
受
け
て
刑
事
訴
訟
法

第
三
一
一
一
七
条
第
一
号
は
「
確
定
判
決
を
経
た
と
き
」
を
免
訴
事

由
と
し
、
ま
た
、
第
四
一
一
一
五
条
、
第
四
一
一
一
六
条
、
第
四
五
二
条

は
、
不
利
益
再
審
を
禁
止
し
て
い
ろ
な
ど
、
刑
事
手
続
に
お
け

る
原
則
と
し
て
確
立
し
て
い
ろ
。

第
一
五
条
我
が
国
で
は
、
憲
法
第
三
一
条
に
お
い
て
罪
刑
法
定
主

義
を
定
め
、
同
法
第
三
九
条
前
段
に
お
い
て
、
特
に
遡
及
処
罰
の

禁
止
を
規
定
し
、
こ
れ
は
我
が
国
の
刑
事
法
（
刑
法
第
六
条
、
刑

事
訴
訟
法
第
一
一
一
三
七
条
第
一
一
号
）
の
基
本
原
則
と
も
な
っ
て
い

る
。

第
一
六
条
本
条
の
趣
旨
は
、
立
法
そ
の
他
国
政
の
上
で
最
大
の
尊

重
を
求
め
て
い
る
憲
法
第
一
一
条
及
び
第
一
三
条
で
保
障
さ
れ
て

い
る
。

第
一
七
条

⑪
憲
法
第
三
五
条
は
、
司
法
官
憲
の
発
す
る
令
状
に
よ
る
場
合

を
除
き
、
す
べ
て
の
人
の
住
居
、
所
持
品
に
つ
い
て
公
権
力
に

よ
る
侵
入
等
を
禁
止
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
刑
法
（
一
三
○
条
、

第
一
三
四
条
、
第
一
一
一
一
一
○
条
第
一
項
等
）
、
民
法
（
第
七
一
○

条
、
第
七
二
一
一
一
条
等
）
、
軽
犯
罪
法
（
第
一
条
第
一
一
一
一
一
号
）
、

刑
事
訴
訟
法
（
第
一
四
九
条
）
、
民
事
訴
訟
法
（
第
一
一
八
一
条

下
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
制
限
は
本
条
第
三
項
に
合
致
す
る
も
の

で
あ
る
。

第
一
九
条

⑩
第
一
項
に
つ
い
て
は
、
思
想
・
良
心
の
自
由
を
定
め
る
憲
法

第
一
九
条
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
ろ
。

②
第
一
一
項
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
一
一
一
条
及
び
第
一
一
三
条
に
よ

り
保
障
さ
れ
て
い
る
。

第
二
○
条

山
第
一
項
に
つ
い
て
は
「
戦
争
宣
伝
」
を
直
接
禁
止
す
る
立
法

措
置
は
と
っ
て
い
な
い
が
、
わ
が
国
は
憲
法
第
九
条
で
戦
争
の

放
棄
を
規
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
民
の
問
に
戦
争
に
対
す
る

極
め
て
強
い
否
定
的
感
情
が
存
在
し
て
お
り
、
戦
争
宣
伝
が
実

際
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
ず
、
仮
り
に
そ

の
よ
う
な
行
為
が
行
な
わ
れ
た
と
し
て
も
実
際
に
幣
害
の
生
じ

る
可
能
性
は
な
い
。
し
か
し
将
来
仮
り
に
戦
争
宣
伝
行
為
に
よ

り
幣
害
の
生
じ
る
危
険
性
が
生
じ
る
こ
と
と
な
れ
ば
必
要
に
応

じ
立
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
一
四
条
に
お
い
て
法
の
下
の

平
等
を
謡
っ
て
い
る
ほ
か
、
刑
法
、
教
育
法
、
労
働
法
等
各
種

の
分
野
で
差
別
、
敵
意
、
暴
力
の
排
除
に
資
す
る
措
置
を
と
っ

て
い
ろ
。
今
後
こ
の
よ
う
な
現
行
法
制
で
も
規
制
し
得
な
い
行

為
に
よ
り
、
具
体
的
な
幣
害
が
生
じ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
表

と
嗣
臘
呂
旦
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現
の
自
由
の
要
請
を
も
十
分
考
慮
し
て
立
法
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

第
一
二
条
我
が
国
に
お
い
て
は
憲
法
第
一
一
一
条
第
一
項
で
集
会
及

び
結
社
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
。
こ
の
権
利
の
行
使
に
対
す
る

制
限
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
一
一
一
条
、
第
一
三
条
が
あ
り
、
ま

た
、
破
壊
活
動
防
止
法
第
五
条
に
よ
る
団
体
活
動
の
制
限
な
ど
の

法
律
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
制
限
は
い
ず
れ
も
本
条
に
合
致
し
た

も
の
で
あ
る
。

第
一
一
二
条
憲
法
第
一
一
一
条
第
一
項
で
結
社
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
そ
の
結
社
が
労
働
者
団
体
で
あ
る
と
き
に
は
、
同
法

第
二
八
条
に
お
い
て
、
団
結
権
が
保
障
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
国

内
法
令
（
労
働
組
合
法
、
公
共
企
業
体
等
労
働
関
係
法
等
）
も
整

備
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
破
壊
活
動
防
止
法
第
七
条
は
、
団
体
に
対
す
る
解
散
の

指
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

結
社
の
自
由
そ
の
も
の
を
禁
止
す
る
趣
旨
で
は
な
く
、
し
か
も
当

該
団
体
が
暴
力
的
破
壊
活
動
を
行
う
明
ら
か
な
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
に
限
り
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
本
条
に
抵
触
す
る
も
の

で
は
な
い
。

第
二
一
一
一
条

⑪
第
一
項
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
二
五
条
が
こ
れ
を
保
障
し
、

ま
た
本
項
の
目
的
達
成
に
資
す
る
よ
う
な
経
済
的
社
会
的
条
件

１
選
拳
法
第
一
条
、
第
一
一
一
六
条
、
第
四
六
条
、
第
五
一
一
条
等
に
よ
り

保
障
さ
れ
て
い
る
。
回
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
第
三
一
一
一
条

等
、
地
方
公
務
員
法
第
一
五
条
等
の
国
内
法
が
整
備
さ
れ
て
い

ろ
。

第
二
六
条
上
述
の
と
お
り
、
憲
法
第
一
四
条
第
一
項
に
お
い
て
法

の
下
の
平
等
を
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
関
連
す
る
規
定
と
し
て
、

同
法
第
一
一
四
条
、
第
四
四
条
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
国
内
関
連
法
と

し
て
、
労
働
基
準
法
第
四
条
、
国
家
公
務
員
法
第
一
一
七
条
、
教
育

基
本
法
第
三
条
、
地
方
自
治
法
第
二
四
四
条
等
が
あ
る
。

第
二
七
条
本
規
約
に
規
定
す
る
意
味
で
の
少
数
民
族
は
わ
が
国
に

存
在
し
な
い
。

’ を
保
証
す
る
た
め
の
法
令
も
存
在
す
る
。

②
第
一
一
項
、
第
三
項
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
一
一
四
条
が
あ
り
、

民
法
第
四
編
（
特
に
第
七
三
一
条
な
い
し
第
七
五
四
条
）
の
詳

細
な
規
定
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
保
障
さ
れ
て
い
ろ
。

③
第
四
項
に
つ
い
て
は
、
民
法
第
四
編
（
特
に
第
七
五
○
条
な

い
し
第
七
七
一
条
）
に
本
項
の
趣
旨
に
そ
う
規
定
が
あ
る
ほ

か
、
そ
の
争
い
の
処
理
の
た
め
家
庭
裁
判
所
が
設
け
ら
れ
、
そ

の
手
続
法
と
し
て
家
事
審
判
法
等
が
あ
る
。
ま
た
、
婚
姻
解
消

の
際
の
児
童
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
父
母
の
離
婚
の
場
合
い
ず

れ
か
一
方
を
親
権
者
と
定
め
る
こ
と
と
し
て
（
同
法
第
八
一
九

条
）
そ
の
保
護
を
図
っ
て
い
ろ
。

第
二
四
条

⑪
第
一
項
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
一
一
七
条
第
三
項
に
よ
り
児
童

の
酷
使
を
禁
じ
、
ま
た
同
法
第
一
四
条
第
一
項
に
よ
り
人
種
、

信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
る
差
別
を
禁
じ
て

い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
少
年
法
、
児
童
福
祉
法
、
母
子
保
護

法
に
基
づ
く
施
策
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
。

②
第
二
項
に
つ
い
て
は
戸
籍
法
第
一
八
条
に
、
第
一
一
一
項
に
つ
い

て
は
国
籍
法
に
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
旨
に
沿
っ
た
規
定
が
設
け
ら
れ

て
い
ろ
。

第
二
五
条
本
条
伺
及
び
回
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
一
五
条
、
第
一

六
条
、
第
四
四
条
、
第
七
九
条
、
第
九
一
一
一
条
第
二
項
、
及
び
公
職
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